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１．開会（会長）  

【阿部会長】 

・平成 30年度第 1回世田谷区福祉有償運送運営協議会を開会する。 

・本協議会は 13名中で構成されているが、13名全員の出席を頂いた。 

・要綱に定める過半数の要件を満たしていることを報告する。 

・障害者地域生活課長（阿部）が会長として議事進行を行う。 

・委員全員自己紹介。 

・協議会の目的説明及び今日の協議内容の確認。２団体、料金変更の協議。 

２．傍聴の確認・個人情報の取扱い並びに資料の確認 

【事務局 横川】 

・本協議会は公開、会場内後方に傍聴席を設置。傍聴者の写真撮影、録音は禁止。また、

議事の妨げになるような場合には退場させる場合あり。事務局は議事録作成のため録音

する。議事録については、委員の個人名を入れたものを記録として残し、区ホームペー

ジ等で公開する。（資料の確認 省略） 

  

３．変更の協議 

■ミニキャブ区民の会 

【阿部会長】事務局からの説明の後、法人からの説明。 

【事務局 横川】 

●利用料金の算出方法は、乗車から降車まで。 
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●基本料金として、事務手数料 ５００円 片道１回５００円 往復１回１,０００円  

燃料費：普通乗用車８５円 軽自動車７５円 基本料金の最低料金１,０８５円 

●運行実績の比較をしたところ、乗車から降車までの時間の平均は１７９分、平均運行距

離は１２.３ｋｍ、結果、平均の時間と距離からみた平均利用料金は、変更前は１,１９

５円、変更後は１,２５５円となる。 

●運行対価の変更前と変更後の説明。 

○基本料金として、事務手数料、片道１回、往復１回は変更なし。燃料費：軽自動車 

１kmにつき５５円が７５円で２０円増、普通自動車１kmにつき６５円が８５円で２０

円増。 

○加算料金として、 

・利用時間費加算：３０分以内２５０円が６００円になり３５０円増、３０分以上１時

間以内５００円が６００円になり１００円増、１時間以上１時間３０分以内７５０円

が９００円になり１５０円増、１時間３０分以上２時間以内１,０００円が１,２００

円になり２００円増、以降３０分超える毎に２５０円増が３００円増になり５０円増。 

・待機時間費加算：２０分以上３０分以内２００円が５００円になり３００円増、３１

分以上１時間以内４００円が５００円になり１００円増、１時間１分以上１時間３０

分以内６００円が７５０円になり１５０円増、１時間３１分以上２時間以内８００円

が１,０００円になり２００円増、以降３０分超える毎に２００円増が２５０円増にな

り５０円増。 

・回送費加算（片道利用の場合）：区内全域０円が２００円になり２００円増、区外１０

ｋｍ以下０円が８５０円になり８５０円増、１０ｋｍ～３０ｋｍ以内５００円が２,５

５０円で２,０５０円増、３１ｋｍ～６０ｋｍ以内１,０００円が５,１００円で４,１

００円増、６１ｋｍ～９０ｋｍ以内１,５００円が７,６５０円で６,１５０円増、以降

３０ｋｍ超える毎に５００円増のままで変更なし。 

（新回送費は、１ｋｍ単位とし、燃料費と同一基準とする。この試算は、旧基準の最

長距離で計算した。） 

・割増加算：早朝（０時～８時）１,０００円のままで変更なし、夜間（２０時～０時）

５００円が１,０００円になり５００円増、遠距離１００ｋｍ以上１,０００円が１,０

００円になり変更なし、以後５０ｋｍ超える毎に５００円増が６００円増で１００円

増。 

・介助料：１回（ドアツードア以外の利用者からの依頼による軽介助）０円が３００円

になり３００円増。 

・キャンセル料：運行当日のキャンセル１,０００円のままで変更なし。 

●以上の加算や対象者数も含めた平均利用金額を出した。平均時間（１７９分）と平均距 

離（１２．３ｋｍ）とする。 

 ・利用時間費：いただいたデータの対象者１１４名、５４６円が７３２円になり１８６

円増。 

 ・燃料費：対象者１１４名、７９３円が１，０４０円になり２４７円増。 

 ・回送料：対象者１２名、４５８円が１，５６０円になり１，１０２円増。 

 ・早朝・夜間割増：対象者２名、５００円が１，０００円になり５００円増。 

 ・待機料：対象者２１名、１，１１４円が１，３９３円になり２７９円増。 
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 ・運行料計 平均：対象者１１４名、２，８９５円が３，５０３円になり６０８円増。 

●同じ条件で一般タクシー料金との差を計算すると、乗車時間で１３，０９０円、距離で 

４，２０７円、合計１７，２９７円のため、ミニキャブ区民の会の料金は２分の１以下 

となった。 

【ミニキャブ区民の会 荻野理事長】当法人は、１９８１年設立。その後福祉車両の運行

を中心としたボランティア活動を行ってきた。２００８年料金改定後１０年以上経過、

ずっと利用者にとって負担が少ない金額としてきたが、物価が上がり法人の財政を圧

迫することとなったため、今回改定となった。他法人は出庫から帰庫が多いが、当法

人は、乗車から降車までの時間と距離ということで算出。乗った後の回送の部分のガ

ソリン代などテコ入れを行なった。詳しくは事務局から。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】補足すると、区内送迎時は、回送料及び待機料は

徴収していない。区外に出た時に、車が戻ることが少ないため、回送料及び待機料を

いただいている。今回新設したのが、区内でも片道利用の場合、例えば自宅から病院

まで行き、迎えは不要という場合に回送料２００円を設定した。区内利用は、実車の

みで計算しているため利用者に負担がないような設定。 

【吉村委員】待機料について教えてほしい。片道利用の時に待機料をもらうとの話だった

が、通常は、送って、待機して、また戻って終わる形。では、Ａさんを（自宅から病

院まで）送って、待機時間にＢさんを（自宅からどこかまで）送って、またＡさんを

（病院に迎えに行き自宅に）送り、Ｂさんを（どこかから自宅まで）送るケースは多

くないのか。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】区内運行で、待機時間が読める場合、例えば病院

に行って３時間くらい空く場合で、別の依頼が入り、送迎が間に合う場合は、効率的

な運行ということで、そのような送迎を行うケースもある。全て出来るわけではない。 

【吉村委員】１人の往復送迎を行い、もう１人の往復送迎を行いというのが主流か。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】基本的にはそうである。 

【小林委員】料金のことに直接は関わらないことになるが、利用者にアンケートは取った

のか。利用者からの料金改定について意見はあったか。 

【ミニキャブ区民の会 荻野理事長】利用者にとっては安い方がいい、上げる事に賛成は

いないと思う。ＮＰＯ法人の年に１度の総会で、活動方針や予算、決算を承認しても

らう。昨年５月に総会を行った際に料金改定を出し承認された。ただし、総会に出た

方は少ない。年に１１回の会報を発行しているので、会報で料金改定について報告し、

ご意見をいただくこととしたが、特にご意見は無かった。会員には受け入れていただ

いたと思う。 

【小野寺委員】計算の仕方を教えてほしい。例えば、片道だけ３０分送迎で、事務手数料

５００円＋基本料金の片道５００円＋燃料費１kmにつき７５円＋加算料金の時間３０

分６００円がかかるという計算でよいか。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】予約時に事務手数料５００円＋基本分片道５００

円＋燃料費分がかかる。そのほか加算分の時間費６００円がかかる。 

【小野寺委員】基本料金として片道５００円、往復だと１，０００円のほかに時間費とし

て料金がかかるということでよいか。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】そのとおり。 
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【吉村委員】軽自動車は、燃料費１km５５円から７５円、２０円値上げである。軽自動車

は燃費がいい。最低でもリッター１０kmは走る。１０km走ると２００円値上げ分だけ

で払うことになる。今、ガソリンはリッター１５０円くらいだが、値上げ分だけで２

００円も上がるということは、これは燃料費だけではないということか。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】会として燃料費と言っているが、実際はガソリン

代も含め、消耗する車両全般も含めた維持管理費のため、タイヤの磨耗、メンテナン

ス含めた金額である。もともと燃費は最近の走行距離で計算し直している。実質的燃

費だけでいえば、委員のおっしゃるとおり。定期点検や車検費用も含め、燃料費と言

っている。 

【吉村委員】では運行費のような意味合いか。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】そうである。 

【加賀谷委員】平均値を出す際の、対象者平均１１４名とあるが、これは１年間の実績か。 

【事務局 横川】１ヶ月間である。 

【加賀谷委員】登録者数はどれくらいか。 

【ミニキャブ区民の会 伊藤事務局長】会員数は約１２０名、全員が毎日使うわけではな

い。 

【加賀谷委員】ちなみに２００８年改定時も同じような算出方法を取ったのか。 

【ミニキャブ区民の会 荻野理事長】そのとおり。変わっていない。 

【阿部会長】他に意見が無ければ、対価変更について協議会として協議が整ったというこ

とでよろしいか。 

【全員】了承。 

 

■はあと世田谷 

【阿部会長】事務局からの説明の後、法人からの説明。 

【事務局 横川】 

●利用料金の算出方法は、出庫から帰庫まで。 

●基本料金として、１時間 ８００円 送迎料金２００円  

●加算料金として、介助料５００円、走行３０分ごと４００円、今回新たな待機料の金額

として３０分ごと４００円のため、基本料金＋加算料金の最低料金は１，０００円。 

●運行実績の比較は、前回の値を使用した。出庫帰庫の平均時間が５８分、平均距離が 

１１．７kmとすると、変更前も変更後も料金は１，０００円。加算の待機料を今回３０ 

分につき５００円から４００円に変更した。 

【はぁと世田谷井坂氏（移動サービス責任者）】理事長御園生が体調不良のため、私から説

明する。今回は全体の価格変更ではなく、待機料の変更。法人として平成２９年１２

月に変更を決めた。本来はこの協議会に事前にかけるべきところ、手違いがあり区に

相談し、区が国土交通省に相談し、値下げのため大目に見ると承諾をもらった。ただ

し次の協議会で合意を得てほしいが、金額を元に戻す必要は無いと言われた。今回は

報告とさせていただく。価格体系は区の説明のとおり。待機料は変更前は５００円だ

った。待機で例えば休んでいる際に３０分ごとに５００円で、気を遣いながら運転し

ている時は３０分４００円というのはおかしいということで１００円下げた。実際に

は平成３０年１月から実施した。 
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【阿部会長】事後報告だが、この協議会で協議が整わなければ認められないことになるた

め、ご質問を受付ける。 

【吉村委員】出庫して運行して片道、往復に関わらず、送って戻ってくるまで時間で計算

するのか。 

【はぁと世田谷井坂氏】それが原則である。 

【吉村委員】出庫して送って、最初のお客さんが終了して、車庫に戻らずに次のお客さん

を迎えに行くことは無いのか。 

【はぁと世田谷井坂氏】そういうケースはある。 

【吉村委員】そういうケースであっても各々から出庫帰庫分のお金はもらっているという

ことか。 

【はぁと世田谷井坂氏】そのとおりである。実績も効率化を考え、３人を続けて受けるケ

ースもある。従って実績の時間は、行って帰ってではなく連続の時間で数字を出して

いる。 

【吉村委員】前のお客さんの帰庫のところと次のお客さんの出庫のところ、遠くなるケー

スがあるかもしれないが、近くなるケースについてはどのようにお考えか。 

【はぁと世田谷井坂氏】平均ということで修正はしていない。 

【吉村委員】平均ということはわかったが、バランスとして出庫帰庫でやった場合と比較

して同じようなのか。 

【はぁと世田谷井坂氏】同じくらいというよりむしろ安いと思う。 

【吉村委員】抱き合わせでやってもか。 

【はぁと世田谷井坂氏】そのように感じている。きちんと計算はしていない。 

【小野寺委員】今回の変更には直接関係ないが、算出方法は出庫～帰庫。迎車料２００円

とあるが車庫から自宅まで行く時に、時間がそこまでかかり、時間分の料金がかかる

のと、迎車料と重複するのではないか。 

【はぁと世田谷井坂氏】お客さんを迎えに行くこととして迎車代２００円を徴収している。 

【小野寺委員】車庫を出た時点で基本の時間が始まっているとしたら二重で料金が発生し

ていることになるため、今後の話として見直しを含めて検討してほしい。あくまで私

の意見である。 

【はぁと世田谷井坂氏】ただし、私どもの料金設定は、距離が進むにしたがって単価が安

くなっているため、（経営上）大きな問題となっており、それを改善したいと考えてい

る。今日のところはお話として承る。 

【阿部会長】今の話は、時間が長くなるごとの加算を設定しているが。 

【はぁと世田谷井坂氏】料金設定当初は、ほとんど区内の利用だけをイメージして作った。

そこに大きな問題である。設立から１４年になるが料金体系を変えていない。 

【阿部会長】３０分延びるごとに単価４００円ずつ増える設定だが、実際かかる経費と見

合っていないということか。 

【はぁと世田谷井坂氏】理論的体系と実際継続して回っているギャップが若干ある。 

【阿部会長】待機料値下げをして、運営が厳しいということはないのか。 

【はぁと世田谷井坂氏】ない。待機料をいただいているのは、月数件程度である。 

【吉村委員】利用者２人が組み合わされた時、安いというのは利用者にとって安いのか。 

【はぁと世田谷井坂氏】そのとおりである。 
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【阿部会長】今回の小野寺委員からのご意見は違法とは言わないまでも直ちに直すのか。

次までの宿題か。 

【小野寺委員】例えば次回更新時など、料金体系の見直しが必要ということになれば次回

で構わない。まずは対価の体系の見直しをしてもらう。 

【阿部委員】全体を見直す中で料金体系についても検討してもらうということである。他

に意見が無ければ、待機料金変更について協議会として協議が整ったということでよ

ろしいか。 

【全員】了承。 

【阿部委員】その他、ご意見あれば。 

【小林委員】昨年度から委員をやっているが、今日の協議会でもそうだが、移送サービス

団体の全体像がわからない。例えば介助料と載っているが、どういった内容の介助を

されているのか。全容がわかる資料を一度配付してもらうと比較検討できると思う。 

【阿部会長】せたがや移送サービス案内冊子は作っている。次回更新予定の協議会時にお

示しできるよう検討する。 

【山本委員】国交省に聞きたい。あおり運転が問題になっている。営業ナンバーの方は個

人タクシーも含めドライブレコーダーがついている。我々ＮＰＯ法人にも義務付ける

といった方針は出てくるのか。 

【小野寺委員】今のところは聞いていない。 

【山本委員】世田谷はデイサービスの送迎車が多い。その運転手がかなり高齢である。か

なり事故が多いことも聞いている。見ているとドライブレコーダーを前後につけてい

る。自分の運転の事故の時、証となるのはわかる。デイは相乗りである。利用者の家

族はドライブレコーダーがついていると安心となり利用促進につながる。我々ＮＰＯ

にも適用されるのか。 

【小野寺委員】義務付けにはなっていない。ついている事によってより利用しやすいとい

うことはあると思う。業界ではつけている割合が増えている。今のところ事業者の自

主的な取り組みとなっている。今後のことは不明だがもしもそのようなことがあった

ら情報提供する。 

【阿部会長】最後に事務連絡を行う。２０１９年度に更新を迎える団体は４団体。協議会

は７月下旬、場合により８月に実施予定。以上で運営委員会を閉会する。 

＜閉会＞１６：００終了 


